
 
 

 12月度個人 山 行 報 告 書 

フリースペース 
山の紹介・スケッチ・エピソ 
ード・その他自由に 

 
 織機 宮田氏のすばらしい画文 
 集のプレゼント付きであった。 

〈リーダー所見〉. 
今回は奥美濃に全く雪なく、冬の気配すら感じられない異様な季節感 
のなかでの山行であったが、全豊田岳連のＯＢ連中の人情にかわりなく、

この集いの永く続くことを祈りたい気持ちで一杯になった。 
 

＜ロッジアラカルト） 
中庸ＳＰロッジは織機さんのご配慮で借りているようだが、寝具、風呂付

でその上、食当まで織機の皆さんのお世話になり、いわゆる上げ膳、据え

膳のＶＩＰ待遇を受けたが、特に宮田氏の貢献ぶりには頭の下がる思いで

あった。謝々 

〈山行報告〉 
  塚本、渡辺が忘年会に参加していたため、その終了を待って刈谷を出発。途中で差し入れの地酒を仕入れる
のにちょっと時間ロスしたものの、東海北陸道を快調に飛ばして高鷲の中庸 SPのロッジに到着したのは 18時
頃であった。既に岳連の悪童連は 15時頃からの懇談(酒宴そのもの)で完全に出来上がっており、我々の到着を
今や遅しと待っていてくれた。早速、我々もその懇談に加わり、遅く着いた分を取り戻すべく飲み食いのピッ

チを上げようとするも、次々と話しかけられ、口を動かしながら相槌を打つのもなかなか難しいことを実感し

た。今回は久しぶりに豊田工機の 3 名(戸田菊他)も参加したが、ご無沙汰のハンディを忘れさす元気ぶりだっ
た。季節外れの台風 27号の影響か、窓を打つ風雨が次第に強くなり、明日の荒天を予測したコンパは盛大に盛
り上がった。明ければさすが山男達、天候が回復の兆しを見せてきたこともあって勇躍、準備を整え出発、桧

峠まで来たところで再び風雨が強まり、会（怪？）長判断にて本日の登山を断腸の思いで断念。ロッジへ引き

返せば、もちろん昨晩の懇談の延長となり、多いに盛り上がったところで再会を約しての散会となった。 

 CL；青山 武 
   塚本、不破 
   渡辺 以上 4名 

12/04 曇りのち雨 
 15：30 刈谷発 
 18：00 鷲ｹ岳着 
  中庸 SPロッジ泊 
 
  
 参加数 
 トヨタ自 2名 
 アイシン 4名 
 中研   4名 
 工機   3名 
 織機   5名 
 デンソー 4名 
   計 22名  

12/05 雨のち曇り 
06：30 起床･朝食 

  07：30 出発 
 08：00 桧峠着 
   15 桧峠発 
  09：00 ロッジ着 
 12：15 ロッジ発 
 14：30 刈谷着 

 コースタイム（天候：天気図記号）   全豊田岳連 ＯＢ登山大会 

   ルート図（地図を見て正確に） 
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